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7．昆虫類 


 


今日、地球上に分布する昆虫の分類別の目による種類数は、『日本動物大百科 昆虫Ⅱ･Ⅲ』


（1997･1998,平凡社）によると次のように推定されている。多いものから順に 1.コウチュ


ウ目約 37万種、2. チョウ目約 20万種、3.ハチ目約 12万種以上、4. ハエ目約 11 万種で、


おそらくこれは昆虫類が熱帯原産で降雨林の中で多様化したという事実からの推定と思わ


れる。温帯の日本ではまだ種類のすべてがわかっていないが、上述の種数の比に準じてい


るものと考えられる。 


 東京都においても昆虫の種数は非常に多く、今回の評価は委員が専門としている目毎に


担当し、記録文献の選択と種ごとのランクの判定にあたった。しかし、この作業は困難を


極めた。客観的な評価を行うためには、過去から現在に至る各種の分布、生息状況、その


変化の把握が不可欠である。隣接する埼玉県、神奈川県、千葉県では、1990 年代以降、相


次いで県単位の昆虫誌や目録が作成され、地域博物館や同好会誌などにも多くの資料や記


録が集積されているために、その概要を知ることができる。しかし、東京都においては、


皇居など、限定された場所についてのまとまった報告は見られるが、比較的最近のものと


して広域を対象としたものは、ごく限られていた。 


そのため、定量的評価をしようにも情報量そのものが少なく、定性的評価しかできない


場合が多々あった。結果として、定量的要件と定性的要件の両方を用いて評価を行った。 


また、前回（1998 年版）の選定種の中には、分布の根拠となる文献・情報を収集できな


かったものもあるが、これらについては今回収集した文献や情報を優先して評価を行った。


今回の評価に際しても、分布・生息の可能性が十分考えられるものの当該地域の記録が見


当たらなかったものが少なくないが、これらは「データ無し」として扱った。 


 また、地域区分ごとの情報量の差が大きく、評価できない地域が多くあることが想像さ


れたため、区部、北多摩、南多摩、西多摩の 4 地域区分に加えて、本土部全体のランクを


つけた。なお、本土部全体の評価は、当然のことだが全体的な知見からの評価であるため、


各地域のランクとは必ずしも整合しないが、本土部全体の傾向を示しているため、各地域


のランクの使用にあたっては、地域ごとの評価だけでなく本土部全体の傾向にも配慮する


必要がある。 


（矢島 稔） 
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(1)トンボ目 


 


【選定・評価方法の概要】 


東京都本土部のトンボ目は古くから記録されており、すでに 1932 年には目録が作成され


ている（奥村定一,1932.東京産蜻蛉目目録.昆虫,5(5):209-215．）。現在までに、東京都本


土部から記録されたトンボ目は 90 種（明らかな偶産種＊を除く）である。これは全国的に


も上位に位置する種数であり、面積的に狭小なことを考えると、種多様性の極めて高い地


域であることがうかがえる。しかし、他の分類群同様、高度成長期以降の大規模開発や生


活様式の変化に伴い、多くの種で衰亡が見られ、現存種数や生息状況から見た場合、今や


全国的に最も貧弱な地域の１つとなってしまっている。特に区部や隣接する北多摩の一部


にしか記録のないオオセスジイトトンボ、コバネアオイトトンボ、メガネサナエ、マダラ


ヤンマ、ベッコウトンボ、オオキトンボなどの種では、その多くが絶滅状態となっている。


また、東京で得られた材料を基に記載されたものとして、オオモノサシトンボ（葛飾区水


元）、グンバイトンボ（三鷹市井の頭）があるが、どちらも東京からの確実な記録が途絶え


て久しい。 


比較的最近のものとしては、皇居（友国雅章・斎藤洋一,2000.皇居のトンボ,国立科学博


物館専報,(36):7-18．、斎藤洋一・大和田守・加藤俊一・井上繁一,2006.皇居のトンボ類モ


ニタリング調査(2001-2005).国立科学博物館専報,(43):383-406．）など、限定された場所


についてのまとまった報告が見られる。一方、広域を対象としたものは大森武昭（1983.多


摩川水系のトンボ相とその生態.とうきゅう環境浄化財団(一般)研究助成,(31)：


1-56+PL12．）や、1990 年代から都立稲城高校、南多摩高校の部活動として行われ、各部報


等（例えば、都立稲城高校野外活動部・都立南多摩高校生物部,1997.多摩川水系の流水性


トンボ調査.東京トンボ研究会資料.）に報告されている一連の調査程度で、どちらも多摩


川水系流域を対象としており、都レベルとしてはまとまったものはまったくない状況であ


る。しかし、トンボ目は関心の高い分類群であることから、個々の報告や情報は比較的多


く、それらを丹念に拾い集めることによって、区市町村別レベル程度の分布や記録の変遷


などの情報を一定程度把握することが可能であった。 


そのため、今回は、より客観的な評価の試みとして、定量的要件による判定を試みた。


基本となるのは既知生息地数に対する現存生息地数であり、これによって算出される減少


率に、生息条件や個体群の維持に重要と考えられる 5 つの補正項の数値を加えた補正減少


率を基にランクを決定した。絶滅危惧Ⅰ類のランクについては、絶滅危惧ⅠA類（CR）と絶


滅危惧ⅠB類（EN）を区別した。過去の記録は戦前のものも含めて採用した。生息地の定義


については基本的に区市町村とし、詳細が明らかになっている一部の種については具体的


な生息（記録）地数を用いた。また、一部において現地調査も行った。同様の評価手法は


すでに愛知県と神奈川県で試みられており、今回用いた定義や判定基準等についてはそれ


らを参考として決定した。 
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定量的評価を行うためにはより多くの確実な情報を収集する必要があるため、日本蜻蛉


学会員を中心とした方々に未発表記録や生息状況、文献資料などの提供をして頂いた。 


 検討対象種は、1998 年版に掲載されている 67 種に、今回新たに検討対象として 12 種を


加えた 79種とし、これらについて評価を行った。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 評価の結果、59 種が本レッドリストの掲載種に選定された。基本的に定量的判定による


数値によってランク付けをおこなったが、区市町村レベルでは減少が見られない一方で、


個々の生息地レベルでの減少が著しい種や、十分な情報が収集できなかった一部の種につ


いては、定性的要件を用いて最終的なランクを決定したものもある。また、当然のことだ


が、絶滅危惧に該当するかどうかで判定したため、記録がごく少ないなど希少性が高くと


も、現状として生息環境・状況が安定的であると判断された種や、増加傾向にある種につ


いてはランク外とした。 


 地域区分別では、区部で何らかのランク付けがなされ他地域よりランクが高くなった種、


次いで北多摩地域でランク付けがなされた種が多い。これは区部や北多摩地域での生息環


境の改変の方が南多摩地域や西多摩地域より大きいことを示している。このような種も南


多摩地域や西多摩地域では比較的健在な場合があり、これによって該当地域や本土部全体


ではランクが低い、またはランク外となった種もある。しかし、これは、その地域にしか


安定的な生息地が残されていないことや、生息環境の改変に脆弱であることを示している


ため、ランク外だからといってまったく配慮しなくともよいということではない。 


 一方、池沼性の種については、区部の方が他地域に比べてランクが低くなったものがみ


られる。これは生息環境としての池沼が区部に多く、公園などに組み入れられて残されて


いるのに対し、多摩地域には元来少なく、現在では極めて限られていることに起因するも


のである。 


 なお、近年になって、明らかに人為的な放虫に由来すると判断されるものや、その可能


性が強く疑われる記録や個体群も存在している。これらについては、確実性の高いものは


評価から除外した。 


 


＊その地域では定着していないと判断される種。台風や季節風などによって偶発的に飛来する種などが該当


する。 


（須田 真一） 








トンボ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


トンボ目（蜻蛉目） ODONATA


イトトンボ科 Coenagrionidae


モートンイトトンボ Mortonagrion selenion EX CR CR CR CR NT


ヒヌマイトトンボ Mortonagrion hirosei CR ・ ・ ・ CR EN


キイトトンボ Ceriagrion melanurum EN CR NT EN EN


ベニイトトンボ Ceriagrion nipponicum VU － － － VU NT


ムスジイトトンボ Cercion sexlineatum ○ DD DD ・ ○


セスジイトトンボ Cercion hieroglyphicum CR CR ○ ○ EN


オオイトトンボ Cercion sieboldii CR EN EN VU EN


オオセスジイトトンボ Cercion plagiosum CR ・ ・ ・ CR EN


モノサシトンボ科 Platycnemidae


グンバイトンボ Platycnemis foliacea sasakii EX EX EX ・ EX NT


モノサシトンボ Copera annulata DD DD DD DD DD


オオモノサシトンボ Copera tokyoensis CR ・ ・ ・ CR EN


アオイトトンボ科 Lestidae


アオイトトンボ Lestes sponsa ○ VU ○ NT NT


コバネアオイトトンボ Lestes japonicus EX ・ ・ ・ EX EN


オツネントンボ Sympecma paedisca EN VU NT NT VU


ホソミオツネントンボ Indolestes peregrinus NT VU NT ○ NT


カワトンボ科 Calopterygidae


アオハダトンボ Calopteryx japonica EX EX EN VU EN NT


ハグロトンボ Calopteryx atrata VU ○ ○ ○ ○


アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa － － ○ ○ ○


ニホンカワトンボ Mnais costalis EX CR VU － EN


ムカシヤンマ科 Petaluridae


ムカシヤンマ Tanypteryx pryeri ・ VU EN EN EN


サナエトンボ科 Gomphidae


メガネサナエ Stylurus oculatus EX ・ ・ ・ EX VU


ナゴヤサナエ Stylurus nagoyanus DD ・ ・ ・ DD VU


ヤマサナエ Asiagomphus melaenops EX EN VU VU EN


キイロサナエ Asiagomphus pryeri EX EX CR － CR NT


ホンサナエ Gomphus postocularis CR VU NT NT VU


コサナエ Trigomphus melampus CR CR CR EN CR


ダビドサナエ Davidius nanus EX ○ ○ ○ ○


ヒメサナエ Sinogomphus flavolimbatus EX ・ ○ ○ ○


アオサナエ Nihonogomphus viridis EX VU VU NT VU


オナガサナエ Onychogomphus viridicostus NT NT ○ ○ ○


コオニヤンマ Sieboldius albardae NT ○ ○ ○ ○


ウチワヤンマ Sinictinogomphus clavatus ○ NT VU VU NT


オニヤンマ科 Cordulegasteridae


オニヤンマ Anotogaster sieboldii NT ○ ○ ○ ○


ヤンマ科 Aeschnidae


サラサヤンマ Oligoaeschna pryeri CR EN EN VU EN


コシボソヤンマ Boyeria maclachlani EX CR VU VU EN


ミルンヤンマ Planaeschna milnei DD DD ○ ○ ○


アオヤンマ Aeschnophlebia longistigma EN DD － DD EN NT


ネアカヨシヤンマ Aeschnophlebia anisoptera CR DD DD － CR NT


カトリヤンマ Gynacantha japonica CR CR VU VU EN


マダラヤンマ Aeshna mixta soneharai EX ・ ・ ・ EX NT


ルリボシヤンマ Aeshna juncea ・ － NT NT NT


オオルリボシヤンマ Aeshna nigroflava ・ － DD DD DD


和名 学名
東京都ランク


備考
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環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


エゾトンボ科 Corduliidae


トラフトンボ Epitheca marginata CR EX － － CR


エゾトンボ Somatochlora viridiaenea EX CR － CR CR


ハネビロエゾトンボ Somatochlora clavata EX － － DD DD VU


タカネトンボ Somatochlora uchidai ・ DD ○ ○ ○


コヤマトンボ Macromia amphigena DD EN NT NT NT


キイロヤマトンボ Macromia daimoji ・ ・ EX ・ EX NT


トンボ科 Libellulidae


ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra VU VU NT NT NT


シオヤトンボ Orthetrum japonicum VU VU ○ ○ NT


ヨツボシトンボ Libellula quadrimaculata asahinai EN EN VU VU EN


ベッコウトンボ Libellula angelina EX EX EX － EX CR


ハッチョウトンボ Nannophya pygmaea － － － － EX 1


ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum elatum VU ○ ○ ○ ○


マイコアカネ Sympetrum kunckeli NT DD DD DD VU


ヒメアカネ Sympetrum parvulum DD DD NT NT VU


リスアカネ Sympetrum risi NT ○ ○ ○ ○


キトンボ Sympetrum croceolum EX EX EX DD DD


オオキトンボ Sympetrum uniforme EX EX － － EX EN


チョウトンボ Rhyothemis fuliginosa NT VU NT NT NT


和名、学名は、杉村光俊・石田昇三・小島圭三・石田勝義・青木典司，1999．原色日本トンボ幼虫・成虫大図鑑，北海道大学図書刊行会．


に準拠した。ただし、カワトンボ属2種については、二橋亮，2007．カワトンボ属の最新の分類学的知見，昆虫と自然42（9）4-7．に従った。


また、科や種の配列に関しては、石田昇三・石田勝義・小島圭三・杉村光俊，1988．日本産トンボ幼虫・成虫検索図説，東海大学出版会．


に従った。


【備考】


できず、本土部全体での判定のみとせざるを得なかった。


1：東京都における記録は「東京府産」とされる標本写真１例だけであり、具体的な記録が不明である。そのため、地域区分ごとの評価が


和名 学名
東京都ランク


備考


66
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(2)カマキリ目･バッタ目 


 


【選定・評価方法の概要】 


カマキリ目とバッタ目は、共に直翅系昆虫に属する分類群であること、解説に共通する


部分が多いことなどの理由により、ここでまとめて扱う。 


東京都本土部のカマキリ目・バッタ目は古くから記録されている。例えば東京府（1938.


武蔵野昆虫誌,194+28pp．）には武蔵野地域の目録が掲載されており、平山修次郎（1933.原


色千種昆虫図譜.三省堂,東京.186pp.+104PL．、1937.続原色千種昆虫図譜.三省堂,東


京.194pp.+88PL．）の図版にも多くの東京産の標本が図示されている。その中には全国的に


も近年まったく記録のないアカハネバッタのような種も含まれており、往時の種構成や生


息環境の多様性をうかがい知ることができる。しかし、他の分類群同様、高度成長期以降


の大規模開発や生活様式の変化に伴い、クツワムシやクルマバッタなど、過去には各地で


記録されていた普通種が消えていく一方、アオマツムシやヒメクダマキモドキのように、


分布域、個体数共に増加し、勢力を増している外来種や暖地性の種もみられる。比較的近


年のものとしては、皇居（山崎柄根,2000.皇居で見られた直翅系昆虫.国立科学博物館専


報,(36):19-27．）など、限定された場所についてのまとまった報告は見られるが、広域を


対象としたものは、バッタ目では和田一郎（1995.東京の直翅目.ばったりぎ


す,(103):46-65．、2001.東京 23 区内の直翅類.寄せ蛾記,(103):40-49．）による報文のみで


あり、カマキリ目では見出せなかった。このように評価に資する基礎的なデータが極めて


不足しているのが現状である。そのため、今回の評価はすべて定性的要件によって行い、


入手できた文献資料のほか、聞き取りなどの情報、隣接県での生息状況なども参考として、


一部、現地調査も実施した。 


絶滅危惧Ⅰ類のランクについては、絶滅危惧ⅠA類（CR）と絶滅危惧ⅠB類（EN）を区分


した。過去の記録はさかのぼれるものについては戦前のものも含め採用した。 


 カマキリ目は今回新たに評価対象とした分類群であり、3種を検討対象種として評価を行


った。バッタ目については、1998 年版に掲載されている 22種に、今回新たに検討対象とし


た 7種を加えた 29種について評価を行った。 


なお、評価にあたっては、多くの方から未発表記録や生息状況などについて多数提供し


ていただいた。 


 


【選定・評価結果の概要】 


評価の結果、カマキリ目は検討対象種の 3種全てが、バッタ目では 28 種が本レッドリス


トの掲載種に選定された。 


評価にあたっては、過去から現在にいたる減少度合いを基本とし、生息環境の脆弱性、


分布範囲などの情報も加味してランクを決定した。当然のことだが、絶滅危惧に該当する


かどうかで判定したため、記録がごく少ないなど、希少性が高くとも、現状として生息環
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境・状況が安定的であると判断された種や、増加傾向にある種についてはランク外とした。


全般にわたって「情報不足」（DD）、あるいは「データ無し」と評価されたものが多いが、


これは基礎的な情報が極めて不足していることによるものである。 


 今回、絶滅危惧種の CR、EN、VU となった種についてみると、河川敷に生息あるいは残存


している種が多い。これはエゾエンマコオロギやカワラバッタなど礫河原に固有な種にと


っては、河川敷が唯一の生息環境となっていること、面積的にも連続した緑地が維持され


ていること、出水などのかく乱によって、様々な植生や環境が創出されることによる。し


かし、河川敷においてもすでに危機的となっている種が多いことは、生息環境としての質


がすでに劣化していることを示している。 


なお、バッタ目については近年、分類学的な再検討が盛んに行われ（日本直翅類学会


編,2006.バッタ・コオロギ・キリギリス大図鑑.北海道大学出版会.687pp．）、複数種に分割


されたものや、新たに記載された種が多い。その中にはイズササキリやコガタカンタンな


ど、東京都から記録されているものもあるが、これらについては分布や生息状況の把握が


十分でないために、今回は検討対象種としなかった。また、オオオカメコオロギ、チョウ


センカマキリなど、確実な記録があまりにも少なく、生息状況（特に近年）が不明なため


に評価が困難な種、ヤマトマダラバッタなど、記録は存在するものの、その真偽が不明な


ものについても同様の扱いとした。さらにスズムシ、マツムシ、ヒガシキリギリスなどで


は、飼育個体の逸出や人為的な放虫に由来すると強く疑われる記録や個体群が存在してお


り、これらについても確実性の高いものは評価の対象から外した。 


（須田 真一） 








カマキリ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


カマキリ目(蟷螂目） MANTODEA


ヒメカマキリ科 Acromantidae


ヒメカマキリ Acromantis japonica － － DD － DD


カマキリ科 Mantidae


ヒナカマキリ Amantis nawai DD － － － DD


ウスバカマキリ Mantis religiosa DD DD DD － DD


和名、学名、配列は、宮武頼夫・加納康嗣(編著)，1992．検索入門セミ・バッタ，保育社．に準拠した。


和名 学名
東京都ランク
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バッタ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


バッタ目（直翅目） ORTHOPTERA


コロギス科 Gryllacrididae


コロギス Prosopogryllacris japonica DD ○ ○ ○ ○


ハネナシコロギス Nippancistroger testaceus DD ○ ○ ○ ○


キリギリス科 Tettigoniidae


カヤキリ Pseudorhynchus japonicus CR CR CR DD CR


シブイロカヤキリ
（シブイロカヤキリモドキ）


Xestophrys javanicus DD ○ ○ ○ ○


クツワムシ科 Mecopodidaedae


クツワムシ Mecopoda niponensis CR CR CR DD CR


ツユムシ科 Phaneropteridae


アシグロツユムシ Phaneroptera nigroantennata DD DD ○ ○ ○


ヘリグロツユムシ Psyrana japonica DD － ○ ○ ○


コオロギ科 Gryllidae


エゾエンマコオロギ Teleogryllus infernalis － CR CR CR CR


タンボコオロギ Modicogryllus siamensis DD DD DD DD DD


クマコオロギ Mitius minor DD DD DD － DD


ヒメコオロギ Comidogryllus nipponensis DD DD DD DD DD


クマスズムシ Sclerogryllus punctatus DD DD DD － DD


マツムシ科 Eneopteridae


マツムシ Xenogryllus marmoratus CR CR CR DD CR


カヤコオロギ Euscyrtus japonicus DD － DD － DD


ヒロバネカンタン Oecanthus euryelytra DD DD － DD DD


ヒバリモドキ科 Trigonidiidae


キンヒバリ Natula matsuurai DD DD ○ ○ DD


エゾスズ Pteronemobius yezoensis DD DD DD ○ DD


ヤチスズ Pteronemobius ohmachii DD DD DD DD DD


カワラスズ Dianemobius furumagiensis DD VU VU VU VU


ヒゲシロスズ Polionemobius flavoantennalis DD NT ○ ○ ○


バッタ科 Acrididae


アオフキバッタ Aopodisma subaptera ・ ・ DD ○ ○


セグロイナゴ
（セグロバッタ）


Shirakiacris shirakii CR CR CR DD CR


ショウリョウバッタモドキ Gonista bicolor VU VU VU DD VU


イナゴモドキ Mecostethus parapleurus EX EX CR － CR


ツマグロバッタ
（ツマグロイナゴモドキ）


Stethophyma magister DD － － － DD


クルマバッタ Gastrimargus marmoratus CR CR CR CR CR


アカハネバッタ Celes akitanus EX EX EX ・ EX CR


カワラバッタ Eusphingonotus japonicus CR CR CR CR CR


和名、学名、配列は、日本直翅類学会(編)，2006．バッタ・コオロギ・キリギリス大図鑑，北海道大学出版会．に準拠した。


和名 学名
東京都ランク
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(3)カメムシ目 


 


【選定・評価方法の概要】 


東京都本土部のカメムシ目のまとまった記録として、古いものでは東京府（1938.武蔵野


昆虫誌,194+28pp．）による武蔵野地域の目録がある。しかし、その多くは学名・和名のみ


の記述にとどまっており、記録地など具体的な情報が不明な種が多い。平山修次郎（1933.


原色千種昆虫図譜.三省堂,東京.186pp.+104PL．、1937.続原色千種昆虫図譜.三省堂,東


京.194pp.+88PL．）の図版にも多くの東京産の標本が図示されている。これらには、現在で


は絶滅したタガメやコバンムシなどが掲載されており、記述からは区部周辺にもこれらの


種が生息していたことがうかがえる。 


東京都本土部からは、現時点で 1,074 種（東京都本土部昆虫目録作成プロジェク


ト,http://homepage3.nifty.com/TKM/,2010 年 1月 1 日現在）のカメムシ目が記録されてい


る。極めて種数の多い多様な分類群であることに加え、後述のように基礎的なデータが極


めて不足している現状から、今回の選定にあたっては、前回（1998 年版）評価対象となっ


ていたセミ科と、ある程度現状が把握できた水生カメムシ類について評価を行った。 


近年のまとまった報告としては、皇居（友国雅章・林正美・碓井徹,2000.皇居の半翅目


（腹吻群同翅類を除く）.国立科学博物館専報,(36):35-55．）など、限定された場所につい


てはあるものの、今回、評価対象とした科に限定しても広域を対象としたものは見当たら


ず、評価に資する基礎的なデータが極めて不足しているのが現状である。したがって、検


討対象種は 1998 年版の掲載種 8種に、今回新たに 15 種を加えた 23 種とし、評価はすべて


定性的要件によって行った。評価にあたっては、現地調査の結果や入手できた文献資料の


ほか、聞き取りなどの情報、隣接県での生息状況なども参考とした。 


 なお、セミ科以外の陸生カメムシ類については、シロヘリツチカメムシなど絶滅危惧に


該当すると考えられる種もあるが、既存情報が不足しているため今回は評価対象外とした。 


また、絶滅危惧Ⅰ類のランクについては、絶滅危惧ⅠA類（CR）と絶滅危惧ⅠB類（EN）


を区分した。過去の記録は遡れるものについては戦前のものも含め採用した。評価にあた


っては、多くの方から未発表記録や生息状況などについて多数提供して頂いた。 


 


【選定・評価結果の概要】 


評価の結果、19 種が本レッドリストの掲載種に選定された。チッチゼミおよび水生カメ


ムシ類で「情報不足」（DD）と評価されたものは、絶滅危惧に該当すると考えられ、確実な


記録も存在するが、評価に資する情報が極めて不足しているものである。 


 セミ科では、前回（1998 年版）8種が選定されていたが、半数にあたる 4種が地域区分・


東京都全体ともにランク外と判定された。これは、今回の評価基準として、過去から現在


にいたる減少度合いを基本とし、生息環境の脆弱性、分布範囲などの情報も加味してラン


クを決定したことによる。エゾハルゼミのように分布は限定されているが、生息地では普
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通に見られ、現状として生息環境・状況が安定的であると判断された種、コエゾゼミなど


のように記録がごく少ないなど、希少性が高くとも、現状として生息環境・状況が安定的


であると判断された種、クマゼミのように明らかに増加傾向にある種は、この基準を満た


していないためランク外と判定した。 


 今回新たに評価対象に加えた水生カメムシ類は、池沼や湿地環境に生育しており、生息


環境の改変に脆弱な種が多い。また、丘陵の谷戸や河川敷などの水域だけでなく、区部の


公園などに残されている平地の池沼も重要な生息地となっている。特に、エサキアメンボ、


ババアメンボ、ホッケミズムシなどは区部でしか確認されていない。 


（須田 真一） 








カメムシ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


カメムシ目（半翅目） HEMIPTERA


セミ科 Cicadidae


アカエゾゼミ Tibicen flammatus ・ ・ DD ○ ○


ハルゼミ Terpnosia vacua EX CR EN EN EN


ヒメハルゼミ Euterpnosia chibensis ・ ・ CR ・ CR


ヒグラシ Tanna japonensis NT NT ○ ○ ○


チッチゼミ Cicadetta radiator ・ ・ DD DD DD


タイコウチ科 Nepidae


タイコウチ Laccotrephes japonensis EX VU VU VU VU


ミズカマキリ Ranatra chinensis NT ○ ○ ○ ○


ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor CR EX － － CR


コオイムシ科 Belostomatidae


コオイムシ Appasus japonicus CR CR EN － CR NT


オオコオイムシ Appasus major － EN VU VU VU


タガメ Lethocerus deyrolli EX EX EX EX EX VU


ミズムシ科 Corixidae


ホッケミズムシ Hesperocorixa distanti hokkensis DD － － － DD NT


ミヤケミズムシ Xenocorixa vittipennis DD － － － DD NT


コバンムシ科 Naucoridae


コバンムシ Ilyocoris exclamationis EX EX ・ ・ EX EN


アメンボ科 Gerridae


オオアメンボ Aquarius elongatus CR VU ○ ○ ○


ババアメンボ Gerris argentatus babai DD － － － DD NT


ハネナシアメンボ Gerris amenbo DD － － － DD


エサキアメンボ Limnoporus esakii DD － － － DD NT


シマアメンボ Metrocoris histrio NT ○ ○ ○ ○


和名、学名、配列は、セミ科については、宮武頼夫・加納康嗣(編著)，1992．検索入門セミ・バッタ，保育社．に準拠した。


その他については、河合禎次・谷田一三(編)，2005．日本産水生昆虫，東海大学出版会．に準拠し、一部、評価者の判断により修正を加えた。


和名 学名
東京都ランク
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(4)ヘビトンボ目･アミメカゲロウ目 


 


【選定・評価方法の概要】 


ヘビトンボ目とアミメカゲロウ目は、今回新たに評価対象とした分類群である。これら


は、共に脈翅系昆虫に属する分類群であることや、解説に共通する部分が多いことなどの


理由により、ここでまとめて扱う。 


東京都本土部からは、上記 2目にラクダムシ目を加えた広義のアミメカゲロウ目として、


現時点で 61 種が記録されている（東京都本土部昆虫目録作成プロジェク


ト,http://homepage3.nifty.com/TKM/,2010 年 1 月 1 日現在）。これらのうち、今回は、あ


る程度現状が把握できたセンブリ科、ヘビトンボ科、ツノトンボ科を評価対象とした。ラ


クダムシ目（確実に記録されているのはラクダムシ 1種のみ）についても検討を行ったが、


評価に資する基礎的なデータがほとんどないために評価対象外とした。 


したがって、検討対象種はヘビトンボ目で 5種、アミメカゲロウ目では 1種とした。 


東京都においては、皇居（塚口茂彦,2000.皇居の脈翅類.国立科学博物館専


報,(36):109-113．）など、限定された場所についてのまとまった報告は見られるものの、


今回対象とした 3 つの科に限定しても、広域を対象としたものは見当たらず、評価に資す


る基礎的なデータが極めて不足しているのが現状である。そのため、今回の評価はすべて


定性的要件によって行い、入手できた文献資料や現地調査結果のほか、聞き取りなどの情


報、隣接県での生息状況なども参考とした。その際、未発表記録や生息状況などについて、


多くの方々から情報提供していただいた。 


評価にあたっては、絶滅危惧Ⅰ類を絶滅危惧ⅠA類（CR）と絶滅危惧ⅠB類（EN）に区分


し、過去の記録はさかのぼれるものについては戦前のものも含め採用した。 


 


【選定･評価結果の概要】 


評価の結果、検討対象としたヘビトンボ目 5 種、アミメカゲロウ目 1 種の計 6 種全てが


本レッドリストの掲載種に選定された。過去から現在にいたる減少度合いを基本とし、生


息環境の脆弱性、分布範囲などの情報も加味してランクを決定した。当然のことだが、絶


滅危惧に該当するかどうかで判定したため、記録がごく少ないなど、希少性が高くとも、


現状として生息環境・状況が安定的であると判断された種や、増加傾向にある種について


はランク外とした。また、全般にわたって「情報不足」（DD）や「データ無し」と評価され


たものが多いが、これは基礎的な情報が極めて不足していることによるものである。 


ヘビトンボ目のセンブリ科とヘビトンボ科は、幼虫が水生であり、今回の掲載種もすべ


て池沼や湿地、小規模な流水に生息する種である。一部の種では区部の公園などの水域に


も残存している。 


アミメカゲロウ目のキバネツノトンボでは、確実な記録は平山修次郎（1933.原色千種昆


虫図譜.三省堂.186pp.+104PL．）に図示されたものしか見出すことができなかった。本種に
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ついては、昼行性で目立つために記録されやすいことや、生息環境や近隣県の状況などか


ら少なくとも記録地からは絶滅したと判断された。一方、オオツノトンボの場合は現地調


査でも北多摩地域で確認されたが、それを含めても数例の記録のみであり、絶滅危惧にあ


るかを判断できなかった。そのほかにも、例えばウスバカゲロウ科には、河川敷などの砂


礫地に生息するニセコウスバカゲロウ（クロコウスバカゲロウ）やオオウスバカゲロウな


ど、絶滅危惧に該当すると考えられる種もあるが、確実な記録があまりにも少ない、生息


状況（特に近年）が不明、記録は存在するがその真偽が不明、などの理由によって、今回


は評価することができなかった。  


上記のように、ヘビトンボ目・アミメカゲロウ目に属していても、今回評価対象としな


かった分類群（科）もあり、この中には絶滅危惧に該当すると考えられる種もある。 


（須田 真一） 








ヘビトンボ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


ヘビトンボ目
（広翅目） MEGALOPTERA


センブリ科 Sialidae


ヤマトセンブリ Sialis yamatoensis － EX DD CR CR DD


ネグロセンブリ Sialis japonica DD DD DD DD DD


クロセンブリ Sialis melania tohokuensis ・ DD DD DD DD


ヘビトンボ科 Corydalidae


ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus CR NT ○ ○ ○


クロスジヘビトンボ Parachauliodes continentalis DD DD ○ ○ ○


和名、学名、配列は、河合禎次・谷田一三(編)，2005．日本産水生昆虫，東海大学出版会．に準拠した。


和名 学名
東京都ランク
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アミメカゲロウ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


アミメカゲロウ目
（脈翅目） NEUROPTERA


ツノトンボ科 Ascalaphidae


キバネツノトンボ Ascalaphus ramburi － EX － － DD


和名、学名、配列は、伊藤修四郎・奥谷禎一・日浦勇(編著)，1977．全改訂新版原色日本昆虫図鑑（下），保育社．に準拠した。


和名 学名
東京都ランク
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(5)コウチュウ目 


 


【選定・評価方法の概要】 


 コウチュウ目では、1998 年版の掲載種 308 種を再評価するとともに、生息情報が比較的


得られている種類（とくにゲンゴロウ科やクワガタムシ科、カミキリムシ科など）の中か


ら 51種を新たに検討対象種に加え、評価を行った。 


 評価方法はすべての種類で定性的要件を用い、入手できた文献資料のほか、聞き取りな


どの情報も参考とした。絶滅危惧Ⅰ類のランクについては、絶滅危惧ⅠA類（CR）と絶滅危


惧ⅠB 類（EN）を区別した。過去の記録は原則として戦後以降（1945 年以降）としたが、


一部の種類については戦前の文献も用いた（とくに区部と北多摩地域）。これは分布してい


た（あるいは生息している）ことが明らかであるものの、戦後以降の記録を探し出せなか


ったことによる。 


 また、オサムシ科とホソクビゴミムシ科、数種のカミキリムシ科については、協力者か


ら情報を得て評価を行った。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 『東京都の野生生物種目録 1998 年版』には本土部で 1,130 種のコウチュウ目が記載され


ているが、今回の検討対象種は 359 種であり、そのうち 195 種が本レッドリストの掲載種


に選定された。これらのうち、今回新たにレッドリストに加えられた種類はカミキリムシ


科 24 種をはじめ、合計で 51 種に及ぶ。また、前回（1998 年版）のリストから削除された


種類はオサムシ科 44 種、ハネカクシ科 20 種、カミキリムシ科 73 種をはじめ、合計で 164


種に及ぶが、これは今回の選定方針として希少性（過去の記録がごく少ない）を評価基準


で重要視しなかった点が大きい。 


 地域区分別では、予想された通り、区部で掲載種が著しく多く、次いで北多摩地域、南


多摩地域、西多摩地域の順となる。これは、区部ではほとんどの地域で生息環境が失われ


てしまっていること、北多摩地域では狭山丘陵以外に広域な生息環境が見あたらないこと、


南多摩地域では八王子市の高尾山の存在と、小仏山地ならびに多摩丘陵の一部に良好な生


息環境を残していること、西多摩地域では奥多摩をはじめとして南多摩地域以上に健全な


地域が広がっていることに起因している。 


 生息環境別では、ゲンゴロウ科やガムシ科など池沼・湿地性の種類の衰亡が著しく、こ


の傾向は地域区分によらない。また、オサムシ科の多くの種類のように、川原・草地環境


に生息するものも同様で、特に多摩川における河口域と下流部の生息環境の劣化が要因と


考えられる。海浜性の種類も同様であろうが、分布・生息情報がほとんど得られなかった


ので、今回は検討対象種としたもの自体が少ない。以上のような非森林環境と比較する限


りでは、森林環境に生息するものの衰亡は全体として顕著でない。ただし、アトキリゴミ


ムシ類や一部のカミキリムシ類などでは、森林性の種類であっても平地や丘陵部では減少
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傾向にあるものが多い。これは地域区分別の良好な生息環境の有無・大小・連続性と密接


に関連している。 


（高桑 正敏） 








コウチュウ目（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


コウチュウ目（鞘翅目） COLEOPTERA


カワラゴミムシ科 Omophronidae


カワラゴミムシ Omophron aequalis CR － EN － EN


ハンミョウ科 Cicindelidae


エリザハンミョウ Cicindela elisae VU NT NT NT NT


コハンミョウ Cicindela specularis NT NT ○ ○ ○


ニワハンミョウ Cicindela japana － NT NT ○ ○


ホソハンミョウ Cicindela gracilis CR CR EN ・ CR VU


カワラハンミョウ Cicindela laetescripta EX － － ・ EX EN


オサムシ科 Carabidae


クロナガオサムシ Leptocarabus procerulus EN NT ○ ○ ○


セアカオサムシ Hemicarabus tuberculosus － DD － － DD NT


ヒメマイマイカブリ Damaster blaptoides oxuroides NT ○ ○ ○ ○


フタモンマルクビゴミムシ Nebria pulcherrima － EX － － CR EN


キベリマルクビゴミムシ Nebria livida angulata － EX － － CR EN


ツヤヒメヒョウタンゴミムシ Clivina castanea DD － － － ○


ホソチビヒョウタンゴミムシ Dyschirius steno DD － DD － DD


ナガチビヒョウタンゴミムシ Dyschirius cheloscelis DD ・ ・ ・ DD


オサムシモドキ Craspedonotus tibialis VU VU － － NT


クラサワメクラチビゴミムシ Kurasawatrechus eriophorus ・ ・ ・ *1 *1


ムツモンコミズギワゴミムシ Paratachys plagiatus shimosae DD ・ ・ ・ DD


アトモンコミズギワゴミムシ Tachyura klugi euglypta DD DD － ○ DD


キバネキバナガミズギワゴミムシ Armatocillenus aestuarii CR ・ ・ ・ CR VU


キアシルリミズギワゴミムシ Bembidion trajectum EN － ○ ○ ○


アオヘリミズギワゴミムシ Bembidion leucolenum NT ・ ・ ・ NT


ヒラタマルゴミムシ Cosmodiscus platynotus NT DD DD ○ DD


ルイスオオゴミムシ Trigonotoma lewisii NT ○ ○ － ○


オオナガゴミムシ Pterostichus fortis NT － ○ ○ ○


アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum EN － VU NT VU


コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho VU － ○ ○ ○


ヒメクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus congruus NT － ○ － ○


ブリットンツヤヒラタゴミムシ Synuchus orbicollis NT NT － － NT


キアシツヤヒラタゴミムシ Synuchus callitheres NT NT － ○ NT


ツヤマルガタゴミムシ Amara obscuripes NT DD DD DD DD


キアシマルガタゴミムシ Amara ampliata EN － VU － VU


ヒョウゴマルガタゴミムシ Amara hiogoensis DD － － － DD


タナカツヤハネゴミムシ Anisodactylus andrewesi CR － － － CR DD


トゲアシゴモクムシ Harpalus calceatus DD DD ○ ○ ○


チョウセンゴモクムシ Harpalus crates CR NT － － NT VU


ヒロゴモクムシ Harpalus corporosus NT ○ ○ ○ ○


オオイクビツヤゴモクムシ Trichotichnus nipponicus NT ○ ○ ○ ○


キュウシュウツヤゴモクムシ Trichotichnus vespertinus VU － － － ○


ヒコサンツヤゴモクムシ Trichotichnus noctuabundus DD － ○ ○ ○


オオクロツヤゴモクムシ Trichotichnus lewisi CR － － － NT


ホソチビゴモクムシ Acupalpus sobosanus DD ・ ・ ・ DD


ムネミゾチビゴモクムシ Anthracus horni DD ・ ・ ・ DD


ヨツボシゴミムシ Panagaeus japonicus VU NT NT － NT


クビナガヨツボシゴミムシ Tinoderus singularis － VU VU ・ VU DD


オオヨツボシゴミムシ Dischissus mirandus EN VU NT － VU


ニッポンヨツボシゴミムシ Dischissus japonicus － NT ○ ○ ○


イグチケブカゴミムシ Peronomerus auripilis － NT NT ・ NT NT


和名 学名
東京都ランク
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環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


ムナビロアオゴミムシ Chlaenius sericimicans NT － NT ・ NT


アカガネアオゴミムシ Chlaenius abstersus VU NT NT － NT


コアトワアオゴミムシ Chlaenius hamifer VU － DD ・ VU


オオヒラタトックリゴミムシ Oodes virens ・ ・ EX ・ EX CR


ニセトックリゴミムシ Oodes helopioides tokyoensis EN － NT NT NT


ヤマトトックリゴミムシ Lachnocrepis japonica VU ○ ○ ○ ○


トックリゴミムシ Lachnocrepis prolixa NT NT ○ － NT


ナカグロキバネクビナガゴミムシ Odacantha puziloi DD ・ ・ ・ DD


チャバネクビナガゴミムシ Odacantha aegrota NT ○ ○ － ○


フタモンクビナガゴミムシ Archicolliuris bimaculata nipponica NT NT NT － NT


カタアカアトキリゴミムシ Cymindis collaris DD DD － － DD


アトグロジュウジアトキリゴミムシ Lebia idae DD － － DD DD


キイロアトキリゴミムシ Philorhizus optimus DD － － － DD


キイロホソゴミムシ Drypta fulveola CR ・ ・ ・ CR EN


アオヘリホソゴミムシ Drypta japonica NT ○ ○ ○ ○


オオアオホソゴミムシ Desera geniculata ・ ・ CR ・ CR


ミイデラゴミムシ Pheropsophus jessoensis CR NT *2 *2 NT


ゲンゴロウ科 Dytiscidae 


キベリクロヒメゲンゴロウ Ilybius apicalis EN CR － － CR NT


シマゲンゴロウ Hydaticus bowringi EX EX CR － CR NT


オオイチモンジシマゲンゴロウ Hydaticus pacificus conspersus － EX － － EX EN


ウスイロシマゲンゴロウ Hydaticus rhantoides EN － － － EN


マルガタゲンゴロウ Graphoderus adamsii EX EX EX － EX VU


クロゲンゴロウ Cybister brevis EX CR － EN CR NT


コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus orientalis EX EX EX ・ EX VU


ゲンゴロウ（ナミゲンゴロウ） Cybister japonicus EX EX EX EX EX VU


シャープゲンゴロウモドキ Dytiscus sharpi EX ・ ・ ・ EX CR


ミズスマシ科 Gyrinidae


オオミズスマシ Dineutus orientalis EN EN － － CR NT


ミズスマシ Gyrinus japonicus CR EN VU NT VU VU


コミズスマシ Gyrinus curtus EX － － － DD EN


ヒメミズスマシ Gyrinus gestroi － DD － － DD EN


ガムシ科 Hydrophilidae


ヤマトホソガムシ Hydrochus japonicus DD － － － DD NT


ガムシ Hydrophilus acuminatus EX CR EN － EN NT


ヒメガムシ Sternolophus rufipes VU DD DD － DD


コガムシ Hydrochara affinis EN VU NT DD NT DD


マメガムシ Regimbartia attenuata EN VU － － VU


ハネカクシ科 Staphylinidae


オサシデムシモドキ Apatetica princeps － DD DD ○ ○


シラオビシデムシモドキ Nodynus leucofasciatus － DD DD ○ ○


オオツノハネカクシ Bledius salsus VU DD VU ・ VU DD


ウミベアカバハネカクシ Phucobius simulator VU ・ ・ ・ VU


クロガネハネカクシ Platydracus inornatus VU ○ ○ ○ ○


キンボシハネカクシ Ocypus weisei VU NT NT － NT


クシヒゲハネカクシ Velleius pectinatus － － NT － NT


クロヒゲオレハネカクシ Acylophorus honshuensis NT － － － NT


チャムネハラホソハネカクシ Atanygnathus terminalis － － － NT NT


クワガタムシ科 Lucanidae


ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus ・ － NT ○ ○


ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus NT ○ ○ ○ ○


スジクワガタ Macrodorcas striatipennis VU NT ○ ○ ○


ヒラタクワガタ Serrognathus platymelus pilifer VU NT NT NT NT


オオクワガタ Dorcus hopei CR CR CR － CR VU


コガネムシ科 Scarabaeidae


マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis DD DD DD ○ DD


ヤマトケシマグソコガネ Psammodius japonicus DD ・ ・ ・ DD


和名 学名
東京都ランク
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環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


ヒゲブトハナムグリ Anthypna pectinata EN NT ○ ○ ○


ヒゲコガネ Polyphylla laticollis VU VU VU ・ VU


ツヤスジコガネ Mimela dificilis DD ○ ○ ○ ○


ハンノヒメコガネ Anomala puncticollis DD DD DD － DD


トラハナムグリ Trichius japonicus DD － － － DD


ヒメトラハナムグリ Lasiotrichius succinctus EN NT NT ○ NT


クロカナブン Rhomborrhina polita EN NT ○ ○ ○


ハナムグリ Eucetonia pilifera CR EN DD ○ NT


シラホシハナムグリ Protaetia brevitarsis EX CR － EN CR


アカマダラコガネ
（アカマダラハナムグリ）


Poecilophildes rusticola EX － *3 *3 *3 DD


コカブトムシ Eophileurus chinensis VU NT ○ ○ ○


ナガドロムシ科 Heteroceridae


タマガワナガドロムシ Heterocerus japonicus *4 － － － ○


ヒメドロムシ科 Elmidae


アヤスジミゾドロムシ Graphelmis shirahatai *5 ・ ・ ・ ○ EN


タマムシ科 Buprestidae


マスダクロホシタマムシ Ovalisia vivata VU NT ○ ○ ○


ウバタマムシ Chalcophora japonica CR NT NT NT NT


タマムシ（ヤマトタマムシ） Chrysochroa fulgidissima NT ○ ○ ○ ○


クロタマムシ Buprestis haemorrhoidalis japanensis CR VU VU NT VU


コメツキムシ科 Elateridae


ウバタマコメツキ Cryptoalaus berus CR EN NT NT VU


ホタル科 Lampyridae


ゲンジボタル Luciola cruciata EN VU ○ ○ ○


ヘイケボタル Luciola lateralis EN VU NT NT NT


ホソカミキリ科 Disteniidae


ホソカミキリ Distenia gracilis VU VU ○ ○ NT


カミキリムシ科 Cerambycidae


ウスバカミキリ Megopis sinica NT NT ○ ○ NT


ノコギリカミキリ Prionus insularis NT NT ○ ○ NT


コバネカミキリ Psephactus remiger ・ DD ○ ○ ○


オオマルクビヒラタカミキリ Asemum striatum EX － EX ○ VU


ケブカヒラタカミキリ Nothorhina punctata NT － NT － NT


サビカミキリ Arhopalus coreanus EN EN ○ ○ NT


クロカミキリ Spondylis buprestoides VU NT ○ ○ NT


ホンドニセハイイロハナカミキリ Rhagium femorale EX － NT ○ NT


フタコブルリハナカミキリ Stenocorus caeruleipennis EX － NT ○ ○


ヒナルリハナカミキリ Dinoptera minuta NT NT ○ ○ ○


ツヤケシハナカミキリ Anastrangalia scotodes EX VU NT ○ NT


アカハナカミキリ Corymbia succedanea CR EN ○ ○ ○


ツマグロハナカミキリ Leptura modicenotata CR EN ○ ○ NT


ムネアカクロハナカミキリ Leptura dimorpha EX － NT ○ NT


ヨツスジハナカミキリ Leptura ochraceofasciata CR EN ○ ○ ○


オオヨツスジハナカミキリ Megaleptura regalis ・ ・ NT ○ NT


カタキハナカミキリ Pedostrangalia femoralis － － NT NT NT


ベニバハナカミキリ Paranaspia anaspidoides NT － ○ － ○


オニホソコバネカミキリ Necydalis gigantea ・ ・ ・ DD DD


アオスジカミキリ Xystrocera globosa EX CR VU － EN


マルクビケマダラカミキリ Trichoferus campestris VU NT ○ － NT


ミヤマカミキリ Massicus raddei VU NT ○ ○ NT


キマダラヤマカミキリ Aeolesthes chrysothrix NT NT ○ ○ ○


キイロミヤマカミキリ Margites fulvidus ・ ・ VU ・ VU


ヨツボシカミキリ Stenygrinum quadrinotatum EX CR CR CR CR EN


タイワンメダカカミキリ Stenhomalus taiwanus VU － NT ○ NT


オダヒゲナガコバネカミキリ Glaphyra gracilis ・ － NT ○ ○


クスベニカミキリ Pyrestes nipponicus EN － ○ ○ ○


学名
東京都ランク


和名


82







環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


アオカミキリ Schwarzerium quadricolle EN VU NT ○ NT


アカアシオオアオカミキリ Chloridolum japonicum CR VU EN DD EN


ミドリカミキリ Chloridolum viride CR EN NT ○ NT


スギカミキリ Semanotus japonicus VU NT ○ ○ ○


ヨツボシヒラタカミキリ Phymatodes quadrimaculatus EX － CR － CR


ブドウトラカミキリ Xylotrechus pyrrhoderus VU NT ○ ○ NT


トラフカミキリ Xylotrechus chinensis EN VU NT ○ NT


シロオビトラカミキリ Clytus raddensis ・ ・ ・ DD DD


キスジトラカミキリ Cyrtoclytus caproides VU NT ○ ○ ○


タケトラカミキリ Chlorophorus annularis NT NT NT NT NT


クロトラカミキリ Chlorophorus diadema inhirsutus CR － VU VU VU


トウキョウトラカミキリ Rhaphuma yedoensis － DD ・ DD DD


ホソトラカミキリ Rhaphuma xenisca CR VU ○ ○ ○


キイロトラカミキリ Grammographus notabilis CR VU ○ ○ NT


トガリバアカネトラカミキリ Anaglyptus niponensis NT － ○ ○ ○


スギノアカネトラカミキリ Anaglyptus subfasciatus CR － － － DD


ホタルカミキリ Dere thoracica EN NT NT ○ NT


シロオビゴマフカミキリ Falsomesosella gracilior CR － ○ ○ ○


キクスイモドキカミキリ Asaperda rufipes CR － ○ ○ ○


ハイイロヤハズカミキリ Niphona furcata EN VU ○ ○ ○


イタヤカミキリ Mecynippus pubicornis CR VU VU NT VU


ヒゲナガカミキリ Monochamus grandis EX － NT ○ NT


ヒメヒゲナガカミキリ Monochamus subfasciatus EN NT ○ ○ ○


センノカミキリ Acalolepta luxuriosa VU NT ○ ○ ○


ヒメビロウドカミキリ Acalolepta degener EX CR － － CR NT


チャイロヒゲビロウドカミキリ Acalolepta kusamai EN － NT NT NT


シロスジカミキリ Batocera lineolata EN NT NT ○ NT


ヒゲナガゴマフカミキリ Palimna liturata EX EX ○ ○ NT


ネジロカミキリ Pogonocherus seminiveus EN － NT DD NT


フタオビアラゲカミキリ Rhopaloscelis bifasciatus NT － ○ ○ ○


カッコウカミキリ Miccolamia cleroides EX EN ○ ○ NT


ヒゲナガモモブトカミキリ Acanthocinus orientalis EN DD NT DD NT


ナカバヤシモモブトカミキリ Leiopus guttatus － － VU VU VU


シラオビゴマフケシカミキリ Exocentrus guttulatus NT － ○ ○ ○


ハンノキカミキリ Cagosima sanguinolenta EX CR VU VU EN


オニグルミノキモンカミキリ Menesia flavotecta EN － NT ○ ○


ヤツメカミキリ Eutetrapha ocelota VU NT ○ ○ NT


アサカミキリ Thyestilla gebleri EX EX CR CR CR VU


ヘリグロリンゴカミキリ Nupserha marginella EN VU ○ ○ ○


アオキクスイカミキリ Phytoecia coeruleomicans EX EX EX － EX CR


ハムシ科 Chrysomelidae


ホソネクイハムシ Donacia vulgaris DD ・ ・ ○ EN


ツヤネクイハムシ Donacia nitidior ・ *6 ・ ・ *6


スゲハムシ Plateumaris sericea CR CR － VU EN


ハッカハムシ Chrysolina exanthematica DD － DD － DD


オオルリハムシ Chrysolina virgata CR ・ ・ ・ CR NT


ドロノキハムシ Chrysomela populi CR － CR CR CR


ヤナギハムシ Chrysomela vigintipunctata EX EN － － EN


ゾウムシ科 Curculionidae


オオアオゾウムシ Chlorophanus grandis DD DD DD － DD


和名、学名については、東京都本土部昆虫目録（東京都本土部昆虫目録作成プロジェクト）http://homepage3.nifty.com/TKM/index.html　


を基本とし、評価者の判断により修正を加えた。また、配列は、以下の３巻に従った。


上野 俊一・黒沢 良彦・佐藤 正孝(編著)，1986．原色日本甲虫図鑑Ⅱ，保育社．


黒沢 良彦・久松 定成・佐々治 寛之(編著)，1985．原色日本甲虫図鑑Ⅲ，保育社．


林 匡夫・木元 新作・森本 桂(編著)，1984．原色日本甲虫図鑑Ⅳ，保育社．


学名
東京都ランク


和名
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【留意種とした理由】


和名


タマガワナガドロムシ


アヤスジミゾドロムシ


本土部


地域区分


ミイデラゴミムシ


西多摩


留意種とした理由


本種は良好な湿地に限って分布し、しかも東京都ではごく狭い1か所の湿地から
知られているにすぎないことから、今後の推移を見守る必要があるため。


草地環境を指標する種であること、また幼虫はケラの卵塊を食して成長するという
特殊な生態を有するため。


本土部


*1 クラサワメクラチビゴミムシ タイプロカリティであること、また高い採集圧がかかる可能性があるため。


南多摩


幼虫はオオタカをはじめとした猛禽類の残渣に依存して生活することが知られ、そ
の盛衰と密接に関連すると考えられるため。


*2
西多摩


ほとんど記録のない稀な水生種であるが、顕著な形態を示し、また良好な水環境
を指標すると考えられるため。


アカマダラコガネ
（アカマダラハナムグリ）


*3


区部


*4 区部
本州から九州の各地で記録されているが、良好な水環境に生息すると考えられる
ため。また、準絶滅危惧（NT）に準ずると考えられ、動向に注目する必要があるた
め。


*5


*6


南多摩


西多摩


本土部


北多摩
ツヤネクイハムシ
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(6)ハチ目 
 


【選定・評価方法の概要】 


ハチ目は、前回（1998 年版）の本土部のレッドリストでは対象とされていなかったが、今


回、アリ科を除くハチ目を評価対象とした。ハチ目（アリ科を除く）では東京都全体のま


とまった調査報告はないため、初歩的段階として隣接県での分布及び生息状況等を参考に、


検討対象種として 11 科 18 種を選定し、定性的要件により評価を行った。文献及び標本調


査では、なるべく最近の記録を取り上げるようにしたが、種類や地域区分によっては 1920


年代の文献記録や標本しか見いだせなかった場合がある。なお、ハチ目は上位分類も含め


て、研究途上にある。ここでは、現在広く受け入れられていると考えられる分類を用いた


が、今後の研究の進展により科などの扱いが変わる可能性がある。 


 


【選定・評価結果の概要】 


評価の結果、15種が本レッドリストの掲載種に選定された。ハチ目（アリ科を除く）は、


文献・標本等が限定されていることもあり、本土部全体におけるランクの内訳は、絶滅（EX）


が 5種、情報不足（DD）が 10種となった。 


区部では 1950 年代まではムツボシクモバチ、キスジクモバチ、ヤマトアシナガバチ、キ


ボシトックリバチの記録があった。河川周辺では最近でもキオビクモバチ、キアシハナダ


カバチモドキの生息が確認されている。絶滅（EX）としたクロマルハナバチであるが、野


生個体群でないハウス内花粉媒介用に放飼されたと考えられる個体が野外で得られており


注意が必要である。 


北多摩地域では都内他地域で記録が見い出されなかったヤスマツヒメハナバチ、フルカ


ワフトハキリバチ、ウスルリモンハナバチの記録があった。花蜂と訪花植物の関係では、


ヤスマツヒメハナバチとヤナギ類、フルカワフトハキリバチとキキョウ・アザミ類、ウス


ルリモンハナバチとアキノタムラソウという結びつきがあるので、これらの昆虫がいたと


いうことは、かつて植物相が豊かであったということが想像できる。狭山丘陵には、その


名残があるが、これらの昆虫は絶滅したと考えられる。 


南多摩地域では都内他地域で記録のないバラヒラタハバチの記録があるが、これは西多


摩地域でも発見される可能性が高い。南多摩地域及び西多摩地域には山地性の種類が分布


しているが、調査不十分で検討できなかった。今回検討できなかったが、多摩地域の丘陵


部における環境の変化は著しく、かなりの種類が激減または絶滅していると考えられる。 


なお、検討対象種としたものの、評価の結果、ランク外とした種にクチナガハバチとヒ


ダクチナガハバチがある。両種は全国的にも記録が少なく、環境省レッドリスト（2007）


では「情報不足」（DD）に挙げられている。都内においても記録はわずかしかなく、生態情


報が不足しているが、実際には都内の西部に広く分布している可能性がある。  


（高橋 秀男） 








ハチ目（本土部）　※アリ科を除く


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


ハチ目（膜翅目） HYMENOPTERA


ヒラタハバチ科 Pamphilidae


バラヒラタハバチ Pamphilius hilaris － － DD － DD


コマユバチ科 Braconidae


ウマノオバチ Euurobracon yokahamae DD DD DD DD DD NT 1


セイボウ科 Chrysididae


ムサシトゲセイボウ Elampus musashinus DD DD － － DD NT


クモバチ科（ベッコウバチ科） Pompilidae


ムツボシクモバチ
（ムツボシベッコウ）


Anoplius viaticus EX EX － － EX NT


キオビクモバチ
（キオビベッコウ）


Batozonellus annulatus DD DD － － DD


キスジクモバチ
（キスジベッコウ）


Batozonellus lacerticida EX EX DD － DD


スズメバチ科 Vespidae


キボシトックリバチ Eumenes fraterculus DD DD － － DD


ヤマトアシナガバチ Polistes japonicus DD DD DD － DD DD


アナバチ科 Sphecidae


フジジガバチ Ammophila atripes japonica EX EX － － EX NT


ギングチバチ科 Crabronidae


アカオビケラトリ Larra amplipennis DD － DD DD DD NT


キアシハナダカバチモドキ Stizus pulcherrimus DD － － － DD VU


ヒメハナバチ科 Andrenidae


ヤスマツヒメハナバチ Andrena yasumatsui － DD － － DD DD


ハキリバチ科 Megachilidae


フルカワフトハキリバチ Megachile lagopoda furukawai － EX － － EX DD


ミツバチ科 Apidae


ウスルリモンハナバチ Thyreus centrimacula － EX － － EX


クロマルハナバチ Bombus ignitus EX DD DD DD DD NT 2


和名、学名、配列は基本的に、九州大学農学部昆虫学教室・日本野生生物研究センター(編)，1989．日本産昆虫総目録II．を基本とし、


評価者の判断により修正を加えた。


【備考】


1：区部の最近の記録は移入の可能性が高い。


2：野生個体でないものが見つかっている。


和名 学名
東京都ランク


備考
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(7)ハエ目 


 


【選定・評価方法の概要】 


 ハエ目は、昆虫類の中ではコウチュウ目、ハチ目、チョウ目に次いで種数が多いグルー


プであり、日本から約 5,300 種、世界では約 11万種が知られている。なおかつ、周極地域


から熱帯地域まで、海浜から油田や氷河の下の流水中まで、ありとあらゆる環境に適応し


て生息している。このため、生活史は極めて多様であり、特定の環境にはそれに対応した


ハエ目相が見られ、環境指標性は比較的高い。 


 東京都から記録されたハエ目については古い記録はほとんど見られないが、平成になっ


てからは、『多摩川中流域の丘陵部における里山昆虫の研究』（里山昆虫研究会,1995）、『皇


居の生物相Ⅲ．昆虫』（2000.国立科学博物館専報No.36.）、「狭山丘陵の双翅目(2) 」（伊東


憲正,2003.はなあぶNo.15-1.）、『赤坂御用地と常盤松御用邸の動物相』（2005.国立科学博


物館専報No.39.）、「森林総合研究所多摩森林科学園の双翅目昆虫相」（松本和馬･三井偉由･


鳥居隆史,2007.森林総合研究所研究報告No.6(1):77-88.）などのすぐれた報告が公表され


ており、現時点で1,331種（東京都本土部昆虫目録作成プロジェクト,http://homepage3.ni


fty.com/TKM/,2010年1月1日現在）のハエ目が記録されている。この種数は全国の都道府県


の記録を見ても上位に位置する。しかし、その内訳を見るとほとんどが区部の記録に偏っ


ており、本来ハエ目の種数が多いはずの北多摩地域や南多摩地域、西多摩地域の記録は少


なく、中でも東京都最高峰の雲取山を含む東京都の中で一番良好な自然が残っていると考


えられる西多摩地域の記録が最も少ない。 


 今回のリストは、このような東京都のハエ目の現状をふまえて、現時点で記録されてい


る種の中から、主に環境指標性が高く比較的特徴的であり、なおかつ同定が容易な 12 種を


検討対象種とした。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 評価の結果、本レッドリストの掲載種は 12 種となった。ガガンボ科からは大型種で里山


的な環境との結びつきが強いミカドガガンボ（北多摩地域、南多摩地域、西多摩地域に記


録あり）を、カ科からは良好な樹林環境に生息し幼虫は他種のボウフラを捕食するトワダ


オオカ（南多摩地域、西多摩地域に記録あり）を、ハルカ科からは樹林環境に生息し第三


紀の周北極要素を示す種として学術的にも貴重な種であるハマダラハルカ（南多摩地域、


西多摩地域に記録あり）を留意種に選定した。また、ムシヒキアブ科からは樹林環境に生


息する大型のムシヒキアブであるオオイシアブ（北多摩地域、南多摩地域、西多摩地域に


記録あり）とチャイロオオイシアブ（北多摩地域、南多摩地域、西多摩地域に記録あり）


を、ハナアブ科からは良好な樹林環境に生息するハチモドキハナアブ（北多摩地域、南多


摩地域に記録あり）とクロベッコウハナアブ（区部、北多摩地域、南多摩地域に記録あり）


を留意種とした。さらに、ニクバエ科からは海浜砂丘に生息するハマベニクバエ（区部に
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記録あり）を、クロバエ科からは湿性草地に生息するショウジョウクロバエ（西多摩地域


に記録あり）と樹林環境に生息するミドリバエ（南多摩地域、西多摩地域に記録あり）を


留意種として選定した。 


 また、過去に記録があるものの最近の記録が全くない種として、良好な樹林環境に生息


するハナアブ科のオオナガハナアブ（1950 年に日原で採れて以降記録無し）と良好な湿地


環境に生息するクロバエ科のカエルキンバエ（1968 年以前に東京都から記録があるがそれ


以降記録無し）の 2種を絶滅危惧 I類（CR+EN）に選定した。 


（伊東 憲正） 








ハエ目（本土部） 


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


ハエ目（双翅目） DIPTERA


ガガンボ科 Tipulidae


ミカドガガンボ Ctenacroscelis mikado － *1 *1 *1 *1


ハルカ科 Cramptonomyiidae


ハマダラハルカ Haruka elegans － － *2 *2 *2 DD


カ科 Culicidae


トワダオオカ Toxorhynchites towadensis － － *3 *3 *3


ムシヒキアブ科 Asilidae


オオイシアブ Laphria mitsukurii － *4 *4 *4 *4


チャイロオオイシアブ Laphria rufa － *5 *5 *5 *5


ハナアブ科 Syrphidae


クロベッコウハナアブ Volucella nigricans *6 *6 *6 － *6


ハチモドキハナアブ Monoceromyia pleuralis － *7 *7 － *7


オオナガハナアブ Spilomyia gigantea － － － CR+EN CR+EN


クロバエ科 Calliphoridae


ショウジョウクロバエ Dexopollenia flava － － － *8 *8


カエルキンバエ Lucilia chini － － － － CR+EN DD 1


ミドリバエ Isomyia senomera － － *9 *9 *9


ニクバエ科 Sarcophagidae


ハマベニクバエ Sarcophaga alba *10 ・ ・ ・ *10


和名、学名は、環境庁(編)，1995．日本産野生生物目録無脊椎動物編Ⅱ．に、配列は、石井実・他，1997．日本動物大百科第９巻 昆虫Ⅱ．


平凡社．に準拠した。


ただし、ハマベニクバエの学名は、Pape,T.,1996.Catalogue of the Sarcophagidae of the World (Insecta; Diptera). に準拠した。


【備考】


1：東京都における記録は、Fauna JaponicaにTokyoと記述されているのみで、具体的な記録地が不明である。そのため、地域区分ごとの


 評価ができず、本土部全体での判定のみとせざるを得なかった。


　　Kano,R. and Shinonaga, S.(1968). Calliphoridae(Insecta:Diptera)(Fauna Japonica),Tokyo Biogeographical Society of Japan


【留意種とした理由】


和名


南多摩


西多摩


本土部


南多摩


西多摩


本土部


南多摩


西多摩


本土部


南多摩


西多摩


本土部


留意種とした理由


幼虫は細流の砂地中に生息することから、里山的な環境を指標する種であり、なお
かつ大型種で確認が容易であるため。


幼虫はネムノキの朽木の樹皮下に生育することから、樹林環境を指標する種であり、
なおかつ、第三紀の周北極要素を示す種として学術的にも貴重な種であるため。


幼虫は樹洞内の溜まり水に発生し、他種のボウフラを捕食することから、古い樹木の
残る良好な樹林環境を指標する種であるため。


成虫、幼虫ともに捕食性であり、幼虫は朽木に生息し、成虫も樹林環境周辺に見ら
れることから、良好な樹林環境を指標する種で、環境指標性が高いため。


トワダオオカ


*2 ハマダラハルカ


地域区分


北多摩


備考


*1 ミカドガガンボ


*4 オオイシアブ


和名 学名
東京都ランク


*3


北多摩
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和名


南多摩


西多摩


本土部


南多摩


本土部


南多摩


本土部


西多摩


本土部


南多摩


西多摩


本土部


本土部


*9 ミドリバエ


海岸の砂浜に生息する種で環境指標性が高く、全国的に個体数が減少しているた
め。


成虫、幼虫ともに捕食性であり、幼虫は朽木に生息し、成虫も樹林環境周辺に見ら
れることから、良好な樹林環境を指標する種で、環境指標性が高いため。
オオイシアブよりも山地に生息する。


留意種とした理由


丘陵地から山地の樹林環境周辺に生息しており、環境指標性が高いため。なお本
種の幼虫は、朽木などに生息するシロアリに寄生する可能性が疑われている。


区部


北多摩


*10 ハマベニクバエ
区部


*8 ショウジョウクロバエ


*7 ハチモドキハナアブ


丘陵地から山地の湿地草原に生息し、環境指標性が高いため。


本種の幼虫はクロスズメバチ類の巣に寄生することから、クロスズメバチ類が生息して
いる良好な樹林環境の指標となるため。


低地から台地、丘陵地のクヌギを主とした樹林環境を指標する種であり、なおかつ特
徴的で確認が容易であるため。


*5 チャイロオオイシアブ


北多摩


地域区分


北多摩


*6 クロベッコウハナアブ


90








 


 91 


(8)チョウ目チョウ類 


 


【調査・評価方法の概要】 


東京都の蝶類データ集（倉地正･栗山定(編)，2007．グループ多摩虫．187pp.）によれば、


戦前（1945 年以前）を含め、2006 年までに記録された東京都本土部のチョウ類の種数は、


アゲハチョウ科 13 種、シロチョウ科 12 種、シジミチョウ科 37 種、テングチョウ科 1 種、


マダラチョウ科 5 種、タテハチョウ科（ジャノメチョウ亜科を含む）52 種、セセリチョウ


科 19種の合計 139 種に及ぶ。このうち、前回（1998 年版）に選定された本土部のチョウ類


の種数は、アゲハチョウ科 3種、シロチョウ科 2種、シジミチョウ科 21種、テングチョウ


科 1 種、タテハチョウ科（ジャノメチョウ亜科を含む）20 種、セセリチョウ科 7 種、合計


54 種を数える。 


今回の改定作業は、文献による情報収集を中心に定性要件を取り入れ評価した。前回、


人為分布の可能性が考えられるとし、評価対象から外したギフチョウを今回は検討対象種


に加え、奥多摩の石灰岩地域に遺存分布するホシミスジも貴重種と判断し、検討対象種に


組み入れた。その結果、今回の改定で検討対象種は 56種とした。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 評価の結果、本レッドリストの掲載種は 50 種となった。2009 年よりさかのぼっておおむ


ね 30年以上記録がなく、絶滅したと判断できる場合は絶滅（EX）とした。また、環境の変


化で絶滅した可能性が高いが判断が困難な種は、絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）としたものもある。


区部のオナガアゲハ、ウラナミアカシジミ、南多摩のアイノミドリシジミ、ウラギンスジ


ヒョウモン、西多摩のウスイロオナガシジミ、ウラミスジシジミ、ジョウザンミドリシジ


ミ、ウラギンスジヒョウモン、ウラギンヒョウモンがそれに当たる。また、前回（1998 年


版）掲載種のうち、ベニシジミ、テングチョウ、サカハチチョウ、フタスジチョウ、コミ


スジ、サトキマダラヒカゲの 6 種は今回の改定によりランク外となり、掲載種から外れる


結果となった。 


前回、区部で Aランク＊であったコミスジが、今回は個体数の増加によりランク外になっ


た。増加の理由はよく分からないが、ニセアカシアの街路樹で発生している点は興味深い。 


長いスパンで振り返ると、東京都から大規模な湿地帯が無くなったことで絶滅したので


はないかと思われるチョウがいる。古くは、ヒメシロチョウ、ここ 30 年では、アサマイチ


モンジである。 


多摩地域では、森林草地の刈取りが衰退し、奥多摩の尾根に分布していたヒメシジミが


絶滅した。このように、東京都には、人間の営みの中で個体数の増減があるチョウと、奥


多摩の自然林の中で発生するアイノミドリシジミ、キバネセセリのように、人間の営みに


ほとんど影響されないチョウが生息している。今回の掲載種 50種はこれら両方に関係して


いる。 


＊ 1998 年当時環境庁レッドデータブックの「絶滅危惧種」に相当  


（福田 晴男） 








チョウ目チョウ類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


チョウ目（鱗翅目） LEPIDOPTERA


アゲハチョウ科 Papilionidae


ギフチョウ Luehdorfia japonica ・ ・ EX ・ EX VU 1


ウスバアゲハ Parnassius citrinarius ・ DD ○ ○ ○


オナガアゲハ Papilio macilentus CR+EN ○ ○ ○ ○


ミヤマカラスアゲハ Papilio maackii DD DD ○ ○ ○


シロチョウ科 Pieridae


ヒメシロチョウ Leptidea amurensis EX EX EX EX EX EN


ツマグロキチョウ Eurema laeta EX EX EX EX EX EN


シジミチョウ科 Lycaenidae


ゴイシシジミ Taraka hamada DD ○ ○ ○ ○


ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri EX DD ○ ○ ○


ムモンアカシジミ Shirozua jonasi ・ ・ DD DD DD


アカシジミ Japonica lutea DD ○ ○ ○ ○


ウラナミアカシジミ Japonica saepestriata CR+EN *1 ○ ○ ○


ミズイロオナガシジミ Antigius attilia *2 ○ ○ ○ ○


ウスイロオナガシジミ Antigius butleri ・ ・ VU CR+EN VU


ウラミスジシジミ Wagimo signatus ・ ・ DD CR+EN DD


ハヤシミドリシジミ Favonius ultramarinus ・ ・ VU VU VU


オオミドリシジミ Favonius orientalis DD ○ ○ ○ ○


ジョウザンミドリシジミ Favonius taxila ・ ・ ・ CR+EN CR+EN


ミドリシジミ Neozephyrus japonicus DD *3 *3 *3 *3


アイノミドリシジミ Chrysozephyrus brillantinus ・ ・ CR+EN DD DD


カラスシジミ Fixsenia w-album ・ ・ NT DD NT


コツバメ Callophrys ferrea EX DD ○ ○ ○


クロシジミ Niphanda fusca EX EX EX EX EX EN


シルビアシジミ Zizina otis EX EX EX EX EX EN


ヒメシジミ Plebejus argus ・ ・ ・ EX EX NT


アサマシジミ Lycaeides subsolanus ・ ・ EX EX EX EN


ミヤマシジミ Lycaeides argyrognomon EX EX EX EX EX EN


タテハチョウ科 Nymphalidae


ヒオドシチョウ Nymphalis xanthomelas DD DD ○ ○ ○


ウラギンスジヒョウモン Argyronome laodice EX EX CR+EN CR+EN CR+EN VU


オオウラギンスジヒョウモン Argyronome ruslana DD DD ○ ○ ○


クモガタヒョウモン Nephargynnis anadyomene EX DD ○ ○ ○


メスグロヒョウモン Damora sagana DD ○ ○ ○ ○


ウラギンヒョウモン Fabriciana adippe CR+EN CR+EN CR+EN DD DD


オオウラギンヒョウモン Fabriciana nerippe EX EX EX EX EX CR


ミスジチョウ Neptis philyra EX DD ○ ○ ○


オオミスジ Neptis alwina EX EX EX DD DD


ホシミスジ Neptis pryeri ・ － VU ○ ○


イチモンジチョウ Ladoga camilla DD ○ ○ ○ ○


アサマイチモンジ Ladoga glorifica EX EX EX EX EX


コムラサキ Apatura metis *4 ○ ○ ○ ○


オオムラサキ Sasakia charonda EX DD ○ ○ ○ NT


コジャノメ Mycalesis francisca DD ○ ○ ○ ○


ジャノメチョウ Minois dryas EX ○ ○ ○ ○


ヒメキマダラヒカゲ Zophoessa callipteris ・ ・ DD ○ ○


セセリチョウ科 Hesperiidae


キバネセセリ Burara aquilina ・ ・ ・ VU VU


ミヤマセセリ Erynnis montanus EX *5 ○ ○ ○


学名
東京都ランク


備考和名
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環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


ホソバセセリ Isoteinon lamprospilus EX DD *6 *6 *6


ホシチャバネセセリ Aeromachus inachus ・ ・ ・ EX EX EN


ヒメキマダラセセリ Ochlodes ochraceus DD ○ ○ ○ ○


コキマダラセセリ Ochlodes venatus ・ ・ EX DD DD


アカセセリ Hesperia florinda ・ ・ ・ EX EX EN


和名、学名、配列は、白水隆，2006．日本産蝶類標準図鑑，学習研究社．に準拠した。


【備考】


1：1970年代前半で絶滅し、その後の記録は他産地の飼育個体由来のものと考えられる。


【留意種とした理由】


和名


ウラナミアカシジミ


ミズイロオナガシジミ 区部


南多摩


西多摩


本土部


コムラサキ 区部


ミヤマセセリ 北多摩


南多摩


西多摩


本土部


備考


*1


留意種とした理由


*6 ホソバセセリ


*5
クヌギを含めた雑木林に生息しているが、宅地開発等によりクヌギ林を含めた雑木林
が減少し、絶滅危惧種になる可能性があるため。


疎林草原の減少により、絶滅危惧種になる可能性があるため。


地域区分


北多摩


ミドリシジミ


北多摩


ヤナギのある良好な水辺環境を指標する種であり、このような環境は区部では残存
的であることから生息地が限定されるため。


*4


*3
湿地のハンノキ林に生息しているが、宅地開発等により湿地が減少し、絶滅危惧種
になる可能性が高いため。


クヌギ林に生息しているが、宅地開発等によりクヌギ林が減少し、絶滅危惧種になる
可能性があるため。


公園等のクヌギの減少により、絶滅危惧種になる可能性があるため。


和名 学名
東京都ランク


*2
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(9)チョウ目ガ類 


 


【選定・評価方法の概要】 


 昆虫の中でもガ類は、沢山の種類がおり、多種多様で非常に繁栄している仲間である。


日本産蛾類大図鑑（1982,講談社）によると、日本では 4,578 種が知られていた。その後、


新発見などで種類数が増加し、現在では 6,000 種を越える種が日本に産し、将来は 7,000


種以上産するのではないかといわれている。ガ類の多くは、その食性から環境の指標とな


りうるものが多く、環境アセスメントの評価に際し役立っている。東京都のガ類の記録は、


昆虫採集のメッカとして有名だった高尾山をはじめ、奥多摩、多摩川流域などのものがあ


る。しかし、発表されたものは少なく、多くの記録が日の眼を見ないで埋もれてしまって


いる。また、発表も散発的で、東京都全体のまとまった目録は作成されていない。 


 東京都の 1998 年版レッドリストでは、ガ類は対象外であった。それは、都内で継続して


ガ類の調査が行われることが少なかったこと、ガ類の研究者が減少し調査が行われてない


こと、都市化により灯火が増え、夜間のトラップ採集が難しくなったことなどが理由と考


えられる。今回、ガ類をレッドリストの対象に加えるにあたって、確実に絶滅と考えられ


る種と、大型で目立ち、衰退がある程度認識できる種に絞って検討対象種をリストアップ


した。他にもリストアップすべきと思われる種は多数あったが、調査不足、情報不足から


衰退が不明で、ほとんどが評価できないという結果となってしまうので、やむをえず除外


した。その結果、今回の改定での検討対象種は 7種とした。 


 絶滅のおそれの評価は、基本的に定性的要件を用いた。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 評価の結果、本レッドリストの掲載種は 7 種となった。今回、絶滅（EX）と判断したの


は、カバシタムクゲエダシャク、タケウチエダシャク、マエアカヒトリの 3 種である。カ


バシタムクゲエダシャクは小金井市（蛾類大図鑑で清瀬市とあるのは間違い）のクヌギ林


で 1958 年の 3月に採集された雌 1個体の記録しかなく、その後の探索でもみつかっていな


い。タケウチエダシャクは、戦前の記録しかなく、国立科学博物館には三鷹で 1941 年 4月、


高尾山で 1933 年 4月に採集された個体が所蔵されている。戦後の確実な記録はない。マエ


アカヒトリは、以前は害虫とされており、石神井、清瀬、立川、八王子市などで採集され


ていた。1960 年代以降、急速に減少し、現在では他の多くの地域で絶滅危惧種にリストア


ップされている。イボタガは、区部では大田区、世田谷区などで 1965 年頃までは生息して


いたが、その後の生息は確認されていないので絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）とした。同じくクス


サン、ウスタビガも区部では同様の CR+EN とした。都区内の自然が残っている地として有


名な皇居、赤坂御所などで継続してガ類の調査は行われているが、この 3 種は採集されて


いない。南多摩地域、北多摩地域などの山間部ではこれらの種の衰退ははっきりわかって


いない。オオミズアオは区部で一度非常に減少したが、最近は復活してきたようで皇居な
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どで生息が確認されている。この種は山間部では普通に産し、問題はない。今回、調査、


情報不足のため検討対象種にリストアップしなかったガ類には、高尾山をタイプロカリテ


ィ＊として記載されたタカオキリガ、平地のクヌギ林に生息するヤガ科のシタバ（カトカラ）


類のほか、河川敷、湿地のガ類などがある。また、藁ぶき屋根の家屋がなくなったことに


より、その屋根に生えるコケ類を食すヤネホソバ、シロホソバなどのコケガ類の衰退も注


意が必要である。 


 


＊ 分類･命名に使用した基準となる標本を採集した地点。 


（岸田 泰則） 


 


  


 








チョウ目ガ類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


チョウ目（鱗翅目） LEPIDOPTERA


シャクガ科 Geometridae


カバシタムクゲエダシャク Sebastosema bubonarium ・ EX ・ ・ EX CR


タケウチエダシャク Biston takeuchii ・ EX EX ・ EX


イボタガ科 Brahmaeidae


イボタガ Brahmaea japonica CR+EN CR+EN VU VU VU


ヤママユガ科 Saturniidae


クスサン Saturnia japonica CR+EN VU ○ ○ ○


ウスタビガ Rhodinia fugax CR+EN VU ○ ○ ○


オオミズアオ Actias aliena VU VU ○ ○ ○


ヒトリガ科 Arctiidae


マエアカヒトリ Aloa lactinea EX EX EX EX EX


和名、学名、配列は、神保宇嗣，2004-2008．日本産蛾類総目録．http://listmj.mothprog.com/　に準拠した。


和名 学名
東京都ランク
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